
（実中研様式６）

	※実中研整理番号
	
	


微生物学的および遺伝学的検査のための遺伝子組換え動物の受入れ依頼書
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公益財団法人実験動物中央研究所　機関長殿

申請者　　
機関名・所属

氏名





　

連絡先
電話・FAX

e-mail

記
微生物学的、遺伝学的検査を行う目的で、以下の第二種使用等の遺伝子組換え生物等の受入れを依頼します。

以上

	本遺伝子組換え生物は“第二種使用等”をしています

	遺伝子組換え生物等の種類と名称
	

	遺伝子組換え

動物の特性
	導入されている遺伝子の由来 *1（実験分類）
	　　　　　　　　　　　　　　（クラス 　　 ）

	
	導入された遺伝子 *2（病原性との関連）
	　　　　　　　　　　　　遺伝子（関連：有・無）

	
	ベクター等使用の有無 *3
	無

	
	宿主動物種名 *4（実験分類）
	マウス・ラット（クラス １ ）

	大臣確認手続 *5
	要・不要

	主務大臣の確認の適用除外での使用等 *6
	該当しない

	二種省令に基づき執るべき拡散防止措置の区分 *5
	P1A　・　P2A

	情報提供機関における機関承認番号 *7
	

	動 物 数 *8
	

	搬 入 予 定 日 *8
	平成　　 年　　 月　 　日

	そ の 他 *8
	---


遺伝子組換え生物等の使用等の規制による生物の多様性の確保に関する法律第二十六条（情報の提供）に基づく処置です。*1 核酸を供与した生物種名。*2 供与核酸名。*3 供与核酸が既に宿主ゲノムの中に組込まれている個体・胚・配偶子等ではベクター等の使用は“無”になります。*4 実中研が受け入れるのはマウスかラットのみ。*5 導入遺伝子やノックアウトベクター等、構造図の添付をお願いいたします。P2Aや大臣確認を要する動物につきましては、機関承認申請書等の詳細情報の提供をお願いいたします。*6 施行規則第十六条第一号、第二号又は第四号に基づく使用等。*7 機関内承認のない遺伝子組換え動物を受け入れることは出来ません。*8 必須項目ではありません。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
＜所内記入欄＞

上記遺伝子組換え動物の受け入れを承諾する。　

遺伝子組換え実験安全委員　　

　　　　　　　　　　　　　　印

承諾日　　　平成　　　年　　　月　　　
